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教委高第４５９号
令和２ 年５ 月４ 日

各県立高等学校長
殿

大分豊府中学校長

高校教育課長

県立高等学校等における学年ごとの分散登校の実施について（ 通知）

標記のことについて、 新型コロナウイルス感染症に対する緊急事態宣言が全国規模で５ 月
３ １ 日まで延長される中、 県内で感染経路が不明な陽性患者が新たに発生していないことか
ら、県内での発生状況等を注視しながら、学校における教育活動を令和２ 年５ 月１ １ 日（ 月）
から再開することとしたので通知します。

ついては、 各学校において、 国のガイドラインに則り、 手洗いや咳エチケット 等の万全の
感染症対策を講じた上で下記事項に十分留意し、 学年別登校の準備を進めるよう願います。

なお、 国の動向及び今後の県内での感染状況の変化に応じ、 学校の教育活動の在り方につ
いては、 変更となる場合があることを申し添えます。

記

１ 県立高等学校及び大分豊府中学校については、 県内での発生状況に注視しながら、 ５
※月１ １ 日から徐々 に教育活動を再開し、 当分の間、 学年ごとに登校日（ 各学年月曜日

から土曜日のうち週２ 日の登校） を設けて教育活動を実施すること（ 学年別分散登校の
考え方については別紙の通り）。 また、 土曜日に勤務する教職員については、 週休日の
振替で対応すること。
※ 大分県立学校管理規則第２ 条７ 項の４ に係る臨時授業・ 臨時休業の実施について、

別紙様式５ により届け出ること。
なお、 ５ 月７ 日、 ８ 日については臨時休業とし、 学年ごとの登校日実施に関する周知

及び校内の消毒等、 教育活動の再開に関する準備を行う。

２ 学校教育活動においては、 空き教室等を活用し、 １ 教室あたりの生徒数を２ ０ 名程度
に抑えること。 また、 教育活動の実施に当たっては、 ３ つの密が重なることを避けるた
め、 登下校時を含むマスクの着用、 手指消毒、 毎日の検温・ こまめな換気など、 万全の
感染防止対策を講じること。

３ I CTを活用した遠隔授業の配信等や適切な課題を課すなど、 家庭での学習と併せ、 生
徒の主体的な学びを支援する。

４ 教育活動の時間は、 ９ : ０ ０ ～１ ６ : ３ ０の間とし、 各学校の実情に応じて設定するこ
と。

５ 公共交通機関における通勤時間帯を避けるため、 時差通学を実施すること。 登校時の
公共交通機関利用による一般乗降者との接触の低減を図るため、 通学をサポート する貸
し切りバスを運行する。（ バスの運行時刻、 路線については後日通知）

６ 部活動については、 登校日の生徒の学年に限り、 感染防止対策を徹底した上で実施可
能とする。

７ 臨時休業が長期に渡ったことから、学校再開後の生徒の健康状態などを観察・ 把握し、
健康相談等の実施や、ＳＣやＳＳＷ等の専門スタッフも活用した適切な支援を行うこと。

８ 再開後も不要不急の外出を控えるよう指導すること。
担 当

高校教育課 阿部 充
電 話 097-506-5623
ﾌｧｸｼﾐﾘ 097-506-1796
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（ 別紙）
学年別分散登校の考え方

高校教育課

今回の学校再開については、 前回（ ４ 月８ 日） とは異なり、 緊急事態宣言の継続の中での
対応であることから、 従来にも増して感染予防対策を講じる必要があります。

全県の高校で実施することを考慮し、 今回の対応で確実に担保していただきたい事柄は、
以下の２ 点です。

１ ．登下校時の３ 密を避けるため、１ 日あたりの登校する生徒数を在籍の１ ／３ とする。
併せて、 公共交通機関における一般の乗降者との接触を避ける観点から、 教育活動

の時間を９ ： ０ ０ ～１ ６ ： ３ ０ の間とする。

２ ． 教室での生徒数は、 ２ ０ 名程度を上限とし、 身体的距離（ 概ね１ ～２ メート ル） を
確保するとともに、 対面とならないような形で教育活動を行う。

上記１ に関連して

○ １ 日の午前、 午後に異なる学年の登校日を設定したい。
⇒ １ 日あたりの登校する生徒数が１ ／３ を超え、 学年の入れ替わりなどで密となる

状況が想定されることから、 当分の間は１ 日１ 学年でお願いします。
（ 各学年とも当分の間、 週２ 日の登校を担保）

○ 公共交通機関の運行状況が、 ９： ０ ０ ～に合わない。
⇒ 公共交通機関の時刻表と始業時間の間に、 時間を生じる場合は登校の後、 教室で
の自学に取り組ませる等の対応をお願いします。

＜その他の扱い＞
○ 日課表等の教育活動の内容等については、 校長が決定する。

学年別の登校日の設定や１ 教室あたりの生徒数などを考慮すると、 実習を伴う授業
については、 配慮が必要だと思われます。 学年別登校の期間は、 できるだけ座学を中
心とした内容を取り扱い、 実習を後日にするなどの工夫をお願いします。

○ 学校再開に伴い、学年別の登校日も「 出席すべき日数」として取り扱うこととなる。
一方で、 自宅学習をさせる日については「 臨時休業日」 として取り扱い、 対象の日は
授業日数には含めないようにしてく ださい。

○ 学年別の登校日において、 風邪症状や「 新型コロナウイルス感染症への不安」 を訴
え、 欠席をする生徒について、 合理的な理由があると校長が認める場合には、 指導要
録上「 出席停止・ 忌引等の日数」 として記録してく ださい。
※ ○「 新型コロナウイルス感染症に係る出席停止 日」 のように記録

○ 土曜日に勤務する教職員の振替について、 総務事務システムにおける手続きは、 別
添資料を参考にしてく ださい。
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教委特第３４４号  

令和２年５月４日  

 

 各特別支援学校長 殿 
 

特別支援教育課長 

 
県立特別支援学校における分散登校等の実施について（通知） 

 
標記の件について、新型コロナウイルス感染症に対する緊急事態宣言が全国規模で５月３１日まで延長され

る中、県内で感染経路が不明な陽性患者が新たに発生していないことから、令和２年５月１１日（月）から１０

日間程度を目処に、各幼児児童生徒の障がいの状況に十分配慮しながら、準備が整った学校から教育活動を再

開することとしたので通知します。 
ついては、各学校において、国のガイドラインに則り、手洗いや咳エチケット等の万全の感染症対策を講じた

上で下記事項に十分留意し、教育活動再開の準備を進めるよう願います。 
なお、国の動向及び今後の県内での感染状況の変化に応じ、学校の教育活動の在り方については、変更となる

場合があることを申し添えます。 
 

記 
 
１ 【分散登校】学校教育活動の再開に当たっては、感染リスクを下げるために、空き教室の利用や分散登校

等の密集状態を避ける工夫をした上で実施すること。なお、５月７日、８日については、臨時休業とし、分

散登校実施に関する周知及び校内の消毒等、教育活動の再開に関する準備を行う。 

 
２ 【三密の回避】学校教育活動において、ガイドラインに示された集団感染のリスクを高める３つの密（換

気の悪い密閉空間、多くの人が密集、近距離での会話や発声）が重なることを徹底的に回避すること。特に、

授業をはじめとする学校の教育活動にあっては、①換気の徹底（締め切った状態での教育活動を避ける）、

②近距離での会話や発声等の際の可能な限りのマスクの使用等の対策を講じること。 
 
３ 【登下校】スクールバスについては感染リスクを下げるため、間隔を空けた座席配置、車内の換気等の対

策を徹底し運行すること。乗車人数が限られるため、学校の実情に応じて、保護者送迎を要請すること。ま

た、必要に応じて、臨時便を運行すること。 

 

４ 【医療的ケアの必要な児童生徒等の対応】医療的ケアを必要とする児童生徒や基礎疾患等のある児童生徒

の登校については、罹患した際には重症化するリスクが高いことを十分に保護者に説明し、主治医等への相

談の状況を踏まえ、保護者と十分に協議した上で慎重に判断すること。 

 

５ 【専門スタッフの活用】臨時休業が長期に渡ったことから、学校再開後の幼児児童生徒の健康状態などを

観察・把握し、健康相談等の実施や、ＳＣやＳＳＷ等の専門スタッフも活用した適切な支援を行うこと。 

 

６ 【部活動】部活動については、登校日の生徒に限り、感染防止対策を徹底した上で実施可能とする。 

 

７ 【偏見や差別】感染症は誰にでも起こりうることを踏まえ、誤った情報や不確かな情報に惑わされて人権

侵害につながる偏見や差別が生じないように指導すること。 

 

８ 【不要不急の外出】再開後も、不要不急の外出を控えるよう指導すること。 

 

本件担当 

特別支援教育課 企画・整備班 

指導主事兼主幹 三原 彰夫 

電 話：097－506－5545 
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（公印省略） 
教委義第３２８号 
令和２年５月４日 

 
各市町村教育委員会教育長 殿 

 
大分県教育庁義務教育課長 

 
 

県立学校における分散登校の実施について（依頼） 
 

 
 上記のことについて、県立学校においては、別紙（写）のとおりの対応といたしますのでお知ら

せします。 
つきましては、別紙内容をご確認の上、貴教育委員会及び、貴管下の小・中学校並びに義務教育学

校における対応について、地域の実情に応じて適切に対応いただきますようお願いいたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

大分県教育庁義務教育課管理予算班 
 担 当 佐藤 潔 
 連絡先 TEL 097-506-5512 

          FAX 097-506-1795 

  E-mail sato-kiyoshi@pref.oita.lg.jp 
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教委体第４２１号  
教委文第５２１号 
令和２年５月４日  

             
 
 各県立学校長   
 大分豊府中学校長 

                                   体育保健課長  
文化課長   

 
 

新型コロナウイルス感染症に伴う臨時休業終了後の部活動の再開について（第二報） 
 

 
標記について、令和２年４月６日付け教委体第６７号により通知したところですが、改めて別添

の「留意事項」を周知するとともに、感染症防止対策を徹底した上で、部活動が適切に実施される

よう指導願います。 
 

 
記 

 
 
 １ 第２報変更点 

「運動部活動再開にあたっての留意事項」及び「文化部活動再開にあたっての留意事項」（別添） 
 
  （１） 
     ○変更前   活動は、平日のみとする。 

 

 

     ○変更後   活動は、登校日の生徒に限り可能とする。 

 
  （２） 
     ○変更前  【具体的な留意事項】人と人との間隔を１ｍ以上空ける 

 

 

     ○変更後  【具体的な留意事項】人と人との間隔を２ｍ以上空ける 

 
 
 
 
 

 
《 本件問い合わせ先 》 

○運動部活動について 
   体育保健課 担当：吉野  

℡０９７－５０６－５６３９ 
 ○文化部活動について 

     文化課 担当：木村  
℡０９７－５０６－５４９３ 

 

殿 
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令和２年５月４日 
体 育 保 健 課 

 

【運動部活動再開にあたっての留意事項】 

 
 
 ※新型コロナウイルス感染症防止のため、部活動を行う際には、次の点を厳守すること。 

 
 

 「３密」を回避する。（３つが重なる場） 

①換気の悪い「密閉」空間 

②近距離での「密接」した会話 

③多くの人の「密集」する場所 

 身体接触を伴う活動を制限する。 

 活動は、登校日の生徒に限り可能とする。 

 活動時間は、１６：３０までに完全に下校ができる時間とする。 

（活動時間には、ミーティングや片付け、更衣を含む） 

 合宿、他校との交流（合同練習や対外試合）は当面の間禁止する。 

 感染防止対策が十分にとれない場合は、部活動の実施を見合わせる。 

     

 

【具体的な留意事項】 
 ○朝の検温、手洗い、手指の消毒、咳エチケット、うがいの実施、活動場所の十分な換気など、

感染防止対策を徹底すること。 
 
 ○比較的感染リスクが低いと言われる屋外での活動でも、更衣やミーティング等の際に、「３密」

が重なることがあるので、十分注意すること。 
 
 ○体育館や武道場等の屋内で活動を行う場合は、同時に複数の部の活動を制限したり、チーム練

習においては、人と人との間隔を２ｍ以上空けるなど、工夫すること。また、練習場所の換気

をこまめに行うこと。 
 
 ○身体接触のある活動や互いに接近して行う活動、例えばラグビーのスクラムや柔道の寝技の練

習等は避けること。 
 
 ○器具やボール等を使用する活動においては、用具の消毒を徹底するとともに、練習前や練習後

に液体石けんを使用し手洗いをしっかり行うこと。 
 
 ○部室の使用は短時間を心がけ、特に更衣については、例えば教室も使用するなど生徒が「密集」

しない環境を作ること。 
 
 ○タオル、コップ等は共用しない。 
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令和２年５月４日 
文 化 課 

 

【文化部活動再開にあたっての留意事項】 

 
 ※新型コロナウイルス感染症防止のため、部活動を行う際には、次の点を厳守すること。 

 
 

 「３密」を回避する。（３つが重なる場） 

①換気の悪い「密閉」空間 

②近距離での「密接」した会話 

③多くの人の「密集」する場所 

 身体接触を伴う活動を制限する。 

 活動は、登校日の生徒に限り可能とする。 

 活動時間は、１６：３０までに完全に下校ができる時間とする。 

（活動時間には、ミーティングや片付け、更衣を含む） 

 合宿、他校との交流（合同練習や対外試合）は当面の間禁止する。 

 感染防止対策が十分にとれない場合は、部活動の実施を見合わせる。 

     

 

 
【具体的な留意事項】 
 ○朝の検温、手洗い、手指の消毒、咳エチケット、マスクの着用、うがいの実施、活動場所の十

分な換気など、感染防止対策を徹底すること。 
 
 ○比較的感染リスクが低いと言われる屋外での活動でも、更衣やミーティング等の際に、「３密」

が重なることがあるので、十分注意すること。 
 
 ○唾液の飛沫による感染のリスクが高い活動を行う場合は、唾液の処理や飛沫に注意すること。

例えば、吹奏楽・合唱・演劇・郷土芸能では、楽器等について適切な唾液の処理を行うこと。

また、円形や向かい合っての発声練習・大人数での合唱練習を行わない。 

 

 ○器具や備品等を共有する活動においては、随時消毒を行うなど衛生管理を行うこと。例えば、 

放送では、マイクをその都度消毒する。茶道では、作法や所作を中心に練習し、点てたお茶を 

他人に提供しない。 

 

 ○窓を閉めて行う書道のような活動においては、こまめに換気を行うとともに、生徒間の間隔を

十分にとる。 

 
 ○部室等は、例えば教室も使用するなど生徒が「密集」しない環境を作るとともに、更衣は短時

間の利用を心がけ、一斉に利用しない。 
 
 ○タオル、コップ等は共用しない。 
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教委体第４２４号  
令和２年５月４日 

  
各県立学校長 殿 
 

体育保健課長  
 
 

新型コロナウイルス感染症に負けないで！「体力Ｖ字回復プロジェクト」 
について（通知） 

 
 
 新型コロナウイルス感染症拡大を防止するための臨時休業及び不要不急の外出自粛

により、児童生徒の運動不足による体力低下等が懸念されていることから、気軽に運

動を楽しむことで、体力の回復を促すことを目的に具体的な取組みを作成しました。 

運動をしたり、スポーツを行なうことは身体的及び精神的な健康を維持する上で、と

ても重要です。学校再開にあたり、児童生徒の体力の回復について御配意願います。 

 
 

記 
 
  

１別添資料 
 
（１）新型コロナウイルス感染症対応「体力Ｖ字回復プロジェクト」学校 Version 
（２）新型コロナウイルス感染症対応「体力Ｖ字回復プロジェクト」在宅 Version 
（３）運動取組みカード（例） 

大分県教育庁体育保健課 

  担当：吉野・今久保 

TEL 097－506－5639 
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教委体第４２２号  
令和２年５月４日  

 
 
 各県立学校長 殿 
 
 

体育保健課長  
 
 

学校再開に伴う体育授業実施上の留意事項について（第二報） 
 

 
 標記について、体育授業を実施するにあたり、改めて下記の事項に留意するよう、貴校関

係者へ周知願います。 
 
 

記 
 
 

１ 軽微でも発熱や風邪等の症状があるなどの児童生徒は授業に参加させないこと。また、

授業の参加に不安を感じている生徒については、個別のメニューを指示するなど配慮

を行なうこと。 
 

２ 児童生徒に当分の間、マスクを着用させ授業を実施すること。なお、「３密」（密閉、

密接、密集）を避けるため、屋外での授業を中心に実施し、屋内（体育館等）で実施す

る場合は換気を行うなど対策を講じること。 
 

３ 児童生徒が密集する運動や、近距離で組み合ったり接触したりする場面が多い運動を

避けること。その際、年間指導計画の中でも指導の順序を入れ替えるなどの工夫をする

こと。 
 

４ 児童生徒の運動不足が考えられることから、準備運動を十分に行い、運動強度を段階

的に上げる等、児童生徒の状態に応じて適切に指導すること。 
 

５ 授業前後の手洗いを徹底させ、授業で使用する用具については、消毒をするなど防護

措置を講ずること。 
 

６ 更衣については、更衣室の使用は出来るだけ避け、空き教室を活用するなど、教室ご

との人数が２０人を超えないよう工夫すること。  
 
 
 
 
 大分県教育庁体育保健課 

  担当：吉野・今久保 

TEL 097－506－5639 
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教委体第４３９号  
令和２年５月７日  

 
 
 各県立学校長 殿 
 
 

体育保健課長  
 
 

学校再開に伴う体育授業実施上のマスクの着用について（通知） 
 

 
 標記について、令和２年５月４日付け教委体第４２２号により体育授業実施上の留意事

項を通知したところですが、海外での体育授業時の事案や直近の気温の上昇を鑑み、下記の

とおり変更しますので、周知願います。 
 
 

記 
 
 
【変更前】 

 
２ 児童生徒に当分の間、マスクを着用させ授業を実施すること。なお、「３密」（密閉、

密接、密集）を避けるため、屋外での授業を中心に実施し、屋内（体育館等）で実施す

る場合は換気を行うなど対策を講じること。 
 

 
 

【変更後】 

  
２ 児童生徒等の間に飛沫のかからないような十分な距離（多くの児童生徒等が手の届く

距離に集まらない状態）があり、かつ、換気を適切に行なっている室内や屋外である場

合には、マスクの着用は必ずしも必要ではない。なお、「３密」（密閉、密接、密集）を

避けるため、屋外での授業を中心に実施し、屋内（体育館等）で実施する場合は換気を

行うなど対策を講じること。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 大分県教育庁体育保健課 

  担当：吉野・今久保 

TEL 097－506－5639 
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（令和２年　５月８日　時点）　　 大分県教育委員会まとめ

小学校 中学校

大分市 6/1 6/1 5月18日（月）から学年や学級毎の分散登校日を設定

別府市 6/1 6/1 5月18日（月）から学年別、週2～3日分散登校日を設定

中津市 6/1 6/1 5月18日（月）から分散登校日を設定

日田市 6/1 6/1
５月７日（木）から地区別・出席番号順等によるグループ
別の分散登校日を設定

佐伯市 6/1 6/1

５月１１日（月）、１２日（火）両日午前中を登校日とする
小学校は５月１８日（月）～２９日（金）の午前中のみ分
散登校日を設定
中学校は５月１４日（木）～２９日（金）の午前中のみ分
散登校日を設定

臼杵市 6/1 6/1
５月１２日（火）から学級をグループに分ける等の工夫を
して分散登校日を設定

津久見市 6/1 6/1
５月７日（木）、８日（金）に登校日を設定
５月１８日（月）から、段階的に分散登校日を設定

竹田市 5/7 5/7
始業式  ５月 ７日（木）
入学式  ５月 ８日（金）
5月11日(月)から午前中の授業開始

豊後高田市 5/11 5/11
臨時休業は５月１０日（日）まで
５月１１日（月）から再開（当面の間、午前・午後の分散登校）

杵築市
休業延長決定
（再開日未定）

休業延長決定
（再開日未定）

５月７日（木）、８日（金）に登校日を設定
５月１１日（月）以降、分散登校日を設定

宇佐市 5/18 5/18
臨時休業は５月１５日（金）まで
５月１８日（月）から再開（当分の間、分散登校）

豊後大野市
休業延長決定
（再開日未定）

休業延長決定
（再開日未定）

国の緊急事態宣言解除まで休校延長
５月１１日（月）から週２回程度、分散登校日を設定

由布市 6/1 6/1
５月１１日（月）～１５日（金）の間に１日臨時登校日を設定
５月１８日（月）～２９日（金）の間に、分散登校日を設定

国東市
休業延長決定
（再開日未定）

休業延長決定
（再開日未定）

５月１１日（月）から分散登校日を週２回程度（小6、中3
は週3回程度）設定

姫島村 5/7 5/7 再開後、分散登校は実施しない

日出町
休業延長決定
（再開日未定）

休業延長決定
（再開日未定）

５月１１日（月）から当面の間、分散登校日を設定（学年
を半分に分け、隔日登校）

九重町 5/25 5/25 ５月７日（木）～２２日（金）分散登校日を設定

玖珠町
休業延長決定
（再開日未定）

休業延長決定
（再開日未定）

５月１１日（月）から分散登校日を設定（５月２２日までを
予定）

新型コロナウイルス発生を受けての各市町村立学校の状況

市町村

学校再開日
（予定含む）

備考
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